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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１）観点ごとの分析 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

学科の構成は、「Ⅱ 目的」の下、設立当初の昭和37年に電気工学科の１学科から出発し、昭和38

年に機械工学科を新設し２学科体制となった（資料２－１－①－１：学則第1章目的及び使命）。昭

和63年に情報工学分野の発達に伴い、コンピュータ関連の現場技術者を育成すべく、電気工学科を電

気電子工学コースと情報工学コースの２コース制とした。平成15年に、コンピュータの更なる進化や

インターネットの急速な発達など、情報化社会の現場技術者を育成すべく、電気工学科の電気電子工

学コースを母体に電気情報工学科を、情報工学コースを母体に国際コミュニケーション情報工学科を

設置し３学科体制とした。その後も産業構造の変化や、中学校の視点からの学科名称の分かり易さな

どを考慮し、平成21年に電気情報工学科を電気電子工学科に、国際コミュニケーション情報工学科を

グローバル情報工学科に名称変更を行い、現在、電気電子工学科、機械工学科、グローバル情報工学

科の３学科の構成としている（資料２－１－①－２：学則第３章組織及び定員、資料２－１－①－

３：沿革）。 

 

資料２－１－①－１ 

学則 第１章目的及び使命 

 

（出典 学生便覧 2012 P.34） 

 

資料２－１－①－２ 

学則 第３章組織及び定員 

 

（出典 学生便覧 2012 P.34） 
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資料２－１－①－３ 

沿革 

 

（出典 学園資料） 

 

継続して「Ⅱ 目的」に基づいた見直しを行い、科学技術の動向とグローバル化を踏まえて学科構

成を見直し、その妥当性を確認し、学科ごとに学習・教育目標と卒業時に身につけるべき学力や資質

・能力を定めている（資料２－１－①－４：三位一体の教育改革を目指して、資料２－１－①－５：

電気電子工学科のカリキュラム全体像、資料２－１－①－６：機械工学科のカリキュラム全体像、資

料２－１－①－７：グローバル情報工学科のカリキュラム全体像）。 
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資料２－１－①－４ 

三位一体の教育改革を目指して 

 

（出典 旦月会報 平成 21 年 1 月号 P.8-9） 
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資料２－１－①－５ 

電気電子工学科のカリキュラム全体像 

 

（出典 学生便覧 2012 P.18-19） 
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資料２－１－①－６ 

機械工学科のカリキュラム全体像 

 

（出典 学生便覧 2012 P.22-23） 
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資料２－１－①－７ 

グローバル情報工学科のカリキュラム全体像 

 

（出典 学生便覧 2012 P.26-27） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の学科は、「Ⅱ 目的」を基盤として養成すべき人材像を明確にした各学科の目的と、学習・

教育目標を基に、時代の要請にも適合した３学科で構成している。各学科では、「Ⅱ 目的」に適合

する各々の学科の目的と学習・教育目標及び卒業時に身につけるべき学力や資質に沿った教育を実施

しており、学科の構成は、「Ⅱ 目的」を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

該当無し。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

該当無し。 

 

 

観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 

「Ⅱ 目的」を達成するための全学的なセンターとして、本校に地域連携教育センター、創造技術

教育研究所を設置している。また学園は本校と大学の学習を支援するために教育支援機構を設置し、

大学と同等の教育活動支援、学生の学習活動の支援を行っている。教育支援機構にはライブラリーセ

ンター、情報処理サービスセンター、自己開発センター、夢考房などを設置している。 

 

１）地域連携教育センター 

地域連携教育センターは、学生が倫理観や社会貢献の精神を涵養し、地域社会の活性に必要な専門

知識や技術の理解と修得に努めることにより、地域社会との交流を通じて自己啓発、自己研鑽の体得

に資することを目的にしている（資料２－１－③－１：地域連携教育センター）。具体的には地域連

携教育センターに登録した教育補助員（SA）が、地域教育支援活動として小中学校への出前授業及び

中学校の成績不振者向けの土曜補習講座や、本校の下級生への学習支援の教育補助活動を行っている

（資料２－１－③－２：金沢工業高等専門学校SA規程）。これらの活動はSA33名で延べ198時間の活

動実績をあげている（資料：２－１－③－３：平成23年度地域連携教育センターSA活動実績、２－１

－③－４）：地域連携教育センター）。 
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資料２－１－③－１ 

地域連携教育センター 

 

（出典 学生便覧 2012 P.134） 
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資料２－１－③－２ 

金沢工業高等専門学校 SA 規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料２－１－③－３ 

平成 23 年度地域連携教育センターSA 活動実績 

 

 

（出典 地域連携教育センター資料） 
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資料２－１－③－４ 

地域連携教育センター 
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（出典 旦月会報 平成 23 年２月号 P.23-24） 

 

２）創造技術教育研究所 

創造技術教育研究所は、本校の教育改善に資する研究を実施するために設置され、時代の要請に即

した現場技術者を育成するための創造技術に関する教育内容と教育技法の研究、実践教育科目の研究
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及び研究成果の実用化の研究、教育・研究成果の公表、教育成果物の公表を行っている（資料２－１

－③－５：創造技術教育研究所、資料２－１－③－６：創造技術教育）。 

資料２－１－③－５ 

創造技術教育研究所 

 

（出典 学生便覧 2012 P.135） 
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資料２－１－③－６ 

創造技術教育 

 

 

（出典 創造技術教育 第 11 巻第 1 号） 
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３）教育支援機構 

教育支援機構は、本校と大学の教育の振興を図ることを目的として、高専・大学における学生の正

課・課外の学習を支援している。本校においては、学科、各部会といった組織的な取組の中において、

教育支援機構の各センターとの連携を図り、学生の学習支援を実施している（資料２－１－③－７：

学校法人金沢工業大学教育支援機構規程）。 

 

資料２－１－③－７ 

学校法人金沢工業大学教育支援機構規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 



金沢工業高等専門学校 基準２ 

- 50 - 

４）ライブラリーセンター 

ライブラリーセンターは、教室や実験室で得た知識を更に深める場として開館した新しい概念の図

書館で、学習支援、研究支援、卒業生支援、地域の情報センターとしての役割を担っている（詳細は

基準８で述べる）。 

 

５）情報処理サービスセンター 

情報処理サービスセンターは、IT（情報技術）の驚異的な発展を背景に、コンピュータやネットワ

ークを活用した教育や研究環境を提供するため積極的な支援を行うと共に、学園の「コンピュータネ

ットワーク利用規範」を定め、情報倫理に関する学習コース（INFOSS）を準備し、コンピュータリテ

ラシーに関する教育の一端を担っている（資料２－１－③－８：情報処理サービスセンター）。

INFOSSは、全学生の受講を義務付けている。 

 

資料２－１－③－８ 

情報処理サービスセンター 
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（出典 学生便覧 2012 P.140-141） 

 

６）自己開発センター 

自己開発センターは、各資格試験の情報提供をはじめ、資格取得のための講習会を多数開催してい

る。正課の授業と関係のある資格取得を推奨し、学習意欲や理解度など総合的な能力向上につなげて

いる（資料２－１－③－９：自己開発センター、資料２－１－③－10：自己開発センター利用実績）。 
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資料２－１－③－９ 

自己開発センター 

 

（出典 学生便覧 2012 P.143） 
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資料２－１－③－10 

自己開発センター利用実績 

合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者 合格者 受験者

国家公務員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

危険物取扱者 21 88 25 71 24 73 16 71 36 110 19 74 21 69

消防設備士 0 3 0 2 0 2 0 2 0 0 0 2 1 1

ボイラー技士 0 1 0 5 0 4 0 2 0 25 0 2 0 0

電気主任技術者 1 34 0 35 0 24 0 31 0 1 0 15 0 4

電気工事士 15 52 0 35 0 42 3 3 5 27 4 11 0 17

電気通信主任技術者 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0

工事担任者 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

ラジオ・音響技能検定 0 1 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

陸上無線技術士 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特殊無線技士 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0

情報処理技術者 4 52 8 52 5 37 1 23 5 28 7 49 5 21

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ技術検定 2 6 2 4 0 0 1 1 0 0 0 2 12 17

画像情報技能検定 6 22

ＣＧｸﾘｴｲﾀｰ検定 4 14 1 7 1 4 2 3 1 4 0 0

ＣＧｴﾝｼﾞﾆｱ検定 1 3 1 2 4 8 1 1 1 2 0 0

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ検定 0 5 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0

JAVAﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ能力認定 0 0 0 1 0 0 10 17

映像音響処理技術者 0 1 1 2 0 0 0 0 1 1

火薬類保安責任者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公害防止管理者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

バイオ技術者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 技術士補 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 ＦＥ(PE一次試験） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

機械設計技術者 13 45 2 44 5 10 2 10 4 23 6 10 0 9

実用英語技能検定 37 87 18 57 12 24 10 25 12 23 15 40 13 34

工業英語検定 8 21 6 17 1 9 1 5 1 4 2 6 1 3

漢字能力検定 11 47 13 45 8 32 13 33 5 24 6 33 5 13

日本語文章能力検定 8 22 11 32 3 9 6 8 1 8 0 0

日本語検定 1 2 21 30 22 48 6 30

実用数学技能検定 22 81 20 61 12 40 6 34 2 12 5 16 10 41

ドイツ語技能検定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中国語検定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

韓国語能力試験 0 0 0 0

Т ＯＥＩＣ（配布者数のみ） 0 20 0 13 0 22

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ利用技術認定 12 31 0 0 0 0 0 0

　宅地建物取引主任者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日商簿記検定 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 6 0 6

秘書技能検定 6 12 6 8 3 12 2 7 14 60 28 131 22 75

ｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ検定 3 24 1 5 0 10 5 15 4 6 1 4 0 4

情報技術検定（高専対象） 58 112 16 36 78 140 105 166 50 99 63 105 75 107

　ガス溶接技能者 5 7 21 35 10 16 0 0 26 26 16 16 9 9

　照明コンサルタント 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

施工技術者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

　家電製品エンジニア 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

　家電製品アドバイザー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 0 1

電気取扱業務安全衛生特別教育 46 47 31 32 48 48 32 34 50 52 18 21 7 7

インターネット検定 1 1 0 6 0 4 0 1 0 1 0 1 2 2

生物分類技能検定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ＣＡＤ利用技術者 0 0 0 不明 0 不明 0 不明 0 0 0 0 1 4

３次元ＣＡＤ利用技術者 0 1 3 7

環境社会検定(ECO検定) 0 0 0 0 0 1 2 2 0 0

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ 0 0

ＱＣ検定 0 0

語彙・読解力検定 3 3

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ認定試験 20 31 82 129 32 62 19 29

知的財産管理技能検定 0 0 0 3 0 1

合計 280 800 185 607 213 553 230 520 321 719 248 689 226 554

平成21年度 平成22年度 平成23年度

合計 合計 合計 合計 合計 合計 合計資　格　名

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

 

 

（出典 自己開発センター資料） 

７）夢考房 

夢考房は現場技術者を養成する実践の場として位置づけられており、ものづくりに必要となる基本

的な安全作業と手工具の正しい使い方をはじめ、様々な加工機械の使い方を習得するライセンス講習

会を開催している。また、機械工学科の実験・実習で利用する他、工学と創造の面白さ、知識を応用

することの楽しさを実感できる創造空間として活用している。夢考房は「学生が発想したアイディア
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を形にできる環境」として、①学生のものづくりに対する興味関心を触発すること、②工作すること、

考えることの楽しさを実体験すること、③達成感を得ること、④知恵を創出することを体験すること、

⑤安全が最優先されることを認識させることの５項目を大切にして運営している（資料２－１－③－

11：夢考房26、夢考房41、資料２－１－③－12：夢考房ライセンス講習会、資料２－１－③－13：夢

考房授業時間割、資料２－１－③－14：夢考房利用実績）。 

 

資料２－１－③－11 

夢考房 26、夢考房 41 
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（出典 学生便覧 2012 P.144-145） 
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資料２－１－③－12 

夢考房ライセンス講習会 

 

 

（出典 夢考房資料） 



金沢工業高等専門学校 基準２ 

- 57 - 

資料２－１－③－13 

夢考房授業時間割 

 

平成24年度 機械工学科 創造設計Ⅰスケジュール

実 験 日 ： 水曜日　６～７限（１４：１０～１６：００）

場      所： 第1～第3週 [M１教室､製図室、夢考房41号館] 第4～第15週 [M１教室､製図室、夢考房26号館]

第16～第30週 [M１教室､製図室、夢考房26号館]

担当教員：  秋山 晃、金井 亮、塚本義一、東　武志

服 装 等 ：  実験服着用（ブレザーの上からの着用禁止、袖口のホックをとめる）

持ち物等：  テキスト､電卓、レポート用紙(A4)、グラフ用紙(A4-1mm方眼)、筆記具、ハンカチ

　　　   　　　製図用具(長さと体積の測定と図面、ミニカーの設計・製図の班)

週 日      Ａ　班       Ｂ　班

（原則水曜） （**～**）**名 （**～**）**名

1 4月11日  安全講習とオリエンテーション[M１教室]、夢考房見学  安全講習とオリエンテーション[M１教室]、夢考房見学

(秋山、金井、塚本、東） (秋山、金井、塚本、東）

2 4月18日  長さの測定と図面[M１教室､製図室] 手工具の実技講習[夢考房41号館]

 (金井)    (秋山、東)

3 4月25日 手工具の実技講習[夢考房41号館]  長さの測定と図面[M１教室､製図室]

   (秋山、東)  (金井)

１班 ２班 ３班 ４班 ５班 ６班

（**～**）*名 （**～**）*名 （**～**）*名 （**～**）*名 （**～**）*名 （**～**）*名

4 5月9日  旋盤 講習  ﾎﾞｰﾙ盤 講習 ﾌﾗｲｽ盤 講習 ミニカーの設計製図

[夢考房26号館] [夢考房26号館] [夢考房26号館] [M１教室､製図室]

5 5月16日 （東）    (秋山) （塚本）  (金井)

[６週]

6 5月23日 ﾌﾗｲｽ盤 講習  旋盤 講習  ﾎﾞｰﾙ盤 講習

[夢考房26号館] [夢考房26号館] [夢考房26号館]

7 5月30日 （塚本） （東）    (秋山)

8 6月6日  ﾎﾞｰﾙ盤 講習 ﾌﾗｲｽ盤 講習  旋盤 講習

[夢考房26号館] [夢考房26号館] [夢考房26号館]

9 6月20日    (秋山) （塚本） （東）

10 6月27日 ミニカーの設計製図  旋盤 講習  ﾎﾞｰﾙ盤 講習 ﾌﾗｲｽ盤 講習

[M１教室､製図室] [夢考房26号館] [夢考房26号館] [夢考房26号館]

11 7月4日  (金井) （東）    (秋山) （塚本）

[６週]

12 7月11日 ﾌﾗｲｽ盤 講習  旋盤 講習  ﾎﾞｰﾙ盤 講習

[夢考房26号館] [夢考房26号館] [夢考房26号館]

13 8月29日 （塚本） （東）  (秋山)

14 9月5日  ﾎﾞｰﾙ盤 講習 ﾌﾗｲｽ盤 講習  旋盤 講習

[夢考房26号館] [夢考房26号館] [夢考房26号館]

15 9月19日    (秋山) （塚本） （東）

16 10月3日 ミニカーの製作 　　　往復車を学ぶ

[夢考房26号館] 　　　　・センサーの動作

17 10月10日 (秋山、塚本、東） 　　　　・リレーの動作

[８週]   　　　・トランジスターの動作

18 10月24日 　　　　・往復車の動作

[M１教室､製図室]

19 10月31日  (金井)

[８週]

20 11月14日

21 11月21日

22 11月28日

23 12月5日

24 12月19日 　　　往復車を学ぶ ミニカーの製作

　　　　・センサーの動作 [夢考房26号館]

25 1月9日 　　　　・リレーの動作 (秋山、塚本、東）

  　　　・トランジスターの動作 [７週]

26 1月16日 　　　　・往復車の動作

[M１教室､製図室]

27 1月23日  (金井)

[８週]

28 1月30日

29 2月6日

30 2月20日

31 **月**日 特別時間割 特別時間割
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平成２４年度　機械工学科　創造設計Ⅱスケジュール表
2012.3.6

下記スケジュール表参照

ジャイロスコープの製作

自作ばねを用いた工学基礎実験

模型車の制御

週 月 / 日 １班（１～15)15名 ２班（16～31）16名 ３班（32～47）16名 夢26 夢41

2 4 / 20 31 16

3 4 / 27 ジャイロスコープの製作 自作ばねを用いた 模型車の制御 15 16

4 5 / 11 工学基礎実験 15 16

5 5 / 18 15 16

6 5 / 25 ［夢考房２６］ ［夢考房４１］ ［２階多目的実験室］ 15 16

7 6 / 8 ※6/22,6/29は、放課後も ただし、4/20は、 15 16

8 6 / 12 学生（最大15名）が利用? ［夢考房２６］も利用する 15 16

9 6 / 22 (旋盤２台使用) 15放 16

10 6 / 29 15放 16

11 7 / 6 16 16

12 7 / 13 32 16

13 8 / 31 模型車の制御 ジャイロスコープの製作 自作ばねを用いた 16 16

14 9 / 7 工学基礎実験 16 16

15 9 / 21 16 16

16 10 / 12 ［２階多目的実験室］ ［夢考房２６］ ［夢考房４１］ 16 16

17 10 / 19 ※11/2,11/16は、放課後も ただし、7/13は、 16 16

18 10 / 26 学生（最大16名）が利用? ［夢考房２６］も利用する 16 16

19 11 / 2 (旋盤２台使用) 16放 16

20 11 / 16 16放 16

21 11 / 22 16 15

22 11 / 30 31 15

23 12 / 7 自作ばねを用いた 模型車の制御 ジャイロスコープの製作 16 15

24 12 / 14 工学基礎実験 16 15

25 12 / 21 16 15

26 1 / 11 ［夢考房４１］ ［２階多目的実験室］ ［夢考房２６］ 16 15

27 1 / 18 ただし、11/30は、 ※2/8,2/15は、放課後も 16 15

28 2 / 1 ［夢考房２６］も利用する 学生（最大16名）が利用? 16 15

29 2 / 8 (旋盤２台使用) 16放 15

30 2 / 15 16放 15

テキスト、筆記具、電卓、製図用具、レポート用紙（A4)、
グラフ用紙（A4-１mm方眼）、ハンカチ

テキスト、筆記具、電卓、３色ボールペン（赤・黒・青）、定規

テキスト、筆記具、電卓、レポート用紙（A4)、ハンカチ

林 道大

/

ジャイロスコープの製作

模型車の制御

自作ばねを用いた工学基礎実験持ち物等

1 4 13
ガイダンス　［Ｍ２教室］

15 16

金曜日１限～３限（ただし、6/12は火曜日、11/22は木曜日）

天日 三知夫

実験服着用（ブレーザーの上からの着用は禁止、袖口のホックを止めること。）

東 武志、天日 啓之

実 験 日

科目代表者

服 装 等

実施場所

担当教員 天日 三知夫
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創造設計Ⅲスケジュール

ガイダンス
ライントレースの原理
機構要素　ディファレンシャルギア・アッカーマンリンク
構成分析　見本のロボットを見て班毎、ロボットの材料・部品・加工法などをマインドマップを使って分析する
仕様書作成　・仕様書とは・仕様書の書き方
製図・加工作業説明
スケジューリング
スケッチ

3 4月23日 スケッチ
4 5月7日 NCプログラミング
5 5月14日 旋盤加工・製図
6 5月21日 旋盤加工・製図
7 6月11日 旋盤加工・製図
8 6月18日 旋盤加工・製図

製作依頼（図面交換）
旋盤加工・加工・NC実習・回路製作

10 7月2日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作
11 7月7日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作
12 9月3日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作

製作依頼（図面交換）
旋盤加工・加工・NC実習・回路製作

14 9月24日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作
15 10月1日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作
16 10月8日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作
17 10月15日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作
18 10月22日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作
19 10月29日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作・ポートフォリオ指導
20 11月12日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作・ポートフォリオ指導
21 11月19日 旋盤加工・加工・NC実習・回路製作・ポートフォリオ指導
22 11月26日 旋盤加工・加工・回路製作・ポートフォリオ指導
23 12月3日 旋盤加工・加工・回路製作・ポートフォリオ指導
24 12月17日 旋盤加工・加工・回路製作
25 1月7日 加工残仕上げ・組立
26 1月14日 加工残仕上げ・組立
27 1月21日 加工残仕上げ・組立・試走
28 1月28日 ポートフォリオ整理・改善提案書作成
29 2月4日 技術審査（改善提案発表）
30 2月18日 大会

2 4月16日

6月25日

9月10日

実 験 日：月曜日１、２、３限
場　　 所：２階多目的実験室、パソコン室、夢考房２６
担当教員：杉森先生、西田先生、東先生、小間徹也
服  装  等：実験服着用（ブレザーの上からの着用禁止、袖口のホックをとめる）
持ち物等：テキスト（創造設計Ⅲ、機械製図、機械設計、ロボコン部品ガイド）、電卓、筆記具、マジック、ノート

9

13

週 月日 授業内容

1 4月9日
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授業日：

担当教員：

服装など：

題目：

学生数： ３５名（5個班）

1限 ２限 3限 4限

1 4月12日
校内案内ロボット概要説明

チーム分け
仕様書

ポートフォリオ
ブレーンストミング練習 仕様の確認

2 4月19日 H23年度ロボット評価 ロボット評価表提出

3 4月26日 H23年度ロボット評価 ロボット評価表提出

4 5月10日
ポートフォリオの書き方

アウトプットの確認

5 5月17日 PC室

6 5月24日 PC室

7 6月7日 PC室

8 6月11日
PC室・計画図完成提出
月曜日授業

9 6月21日

10 6月28日 仕事の割り振り

11 7月5日 仕事の割り振り

12 7月12日 仕事の割り振り

13 8月30日 仕事の割り振り 仕様書・図面・注文票提出 △２６号館

14 9月6日 仕事の割り振り △２６号館

15 9月20日 △２６号館

16 10月4日 仕事の割り振り ○２６号館

17 10月11日 仕事の割り振り ○２６号館

18 10月18日 仕事の割り振り ○２６号館

19 10月25日 仕事の割り振り ○２７号館

20 11月1日 仕事の割り振り ○２６号館

21 11月15日 検査準備 △２６号館

22 11月29日 仕事の割り振り ○２６号館

23 12月6日 仕事の割り振り ○２６号館

24 12月13日 仕事の割り振り △２６号館

25 12月20日 仕事の割り振り 点数付け △２６号館

26 1月26日 仕事の割り振り 点数付け △２６号館

27 1月27日 仕事の割り振り 点数付け △２６号館

28 1月31日 仕事の割り振り 点数付け △２６号館

29 2月7日 仕事の割り振り △２６号館

30 2月14日 班・個人レポート提出

○　使用確率高い　　　　△
使用確率低い

組立

運用テスト④

計画図選択決定・役割分担の決定
仕様書・部品図作成・制御講義・実体配線図作成・注文票
作成

運用テスト③

計画図の作成

仕様書・部品図作成・制御講義・実体配線図作成・注文票作成

仕様書・部品図作成・制御講義・実体配線図作成・注文票作成

仕様書・部品図作成・制御講義・実体配線図作成・注文票作成

仕様書・部品図作成・制御講義・実体配線図作成・注文票作成

技術審査準備・プレゼンテーション資料作成

加工・基板作成・プログラム

加工・基板作成・プログラム

第２回技術審査

加工納入検査

組立

組立

運用テスト①

運用テスト②

加工・基板作成・プログラム

技術審査準備・プレゼンテーション資料作成

第１回技術審査

加工・基板作成・プログラム

加工・基板作成・プログラム

計画図の作成

計画図の作成

平成24年度　機械工学科　創造設計Ⅳ　スケジュール表

木曜　1限から4限

松井洋、伊藤恒平、天日啓之

実験服着用（ブレーザの上からの着用禁止、袖口のホックをとめる）

校内案内ロボットの製作

授
業
回
数

メモ 夢考房日付

各時間の実施内容の概要

３DCAD「インベンター」の使用法

ロボットの構造・機構の設計と製図についての講義

ロボットの制御回路とプログラムについての講義

計画図の作成

 

（出典 教務委員会資料） 
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資料２－１－③－14 

夢考房利用実績 

単位：人

H19 H20 H21 H22 H23

194 54 58 45 75

旋盤 118 50 38 50 64

フライス盤 71 87 38 49 58

ボール盤   76 91 40 51 58

板金 61 55 39 45 57

溶接         57 67 38 40 17

木工 60 53 39 46 56

電気・電子 56 48 22 10 24

NCフライス盤 1 5 3 2

平面研削盤 3

プリント基板 1 5 4 1 6

回路設計 2 2 1 4

696 514 323 341 421

夢考房ライセンス講習会　高専生受講者数

Step2

Step3

安全講習

講習

計

単位：人

H18 H19 H20 H22 H23

4月 76 175 195 74 87

5月 224 210 219 187 224

6月 350 362 356 271 285

7月 245 257 224 364 413

8月 305 240 159 122 298

9月 504 564 415 204 260

10月 735 543 442 342 432

11月 427 481 452 552 533

12月 612 726 574 541 500

1月 490 473 273 288 281

2月 486 159 144 132 193

3月 309 164 100 102 142

計 4,763 4 ,354 3 ,553 3 ,179 3 ,648

夢考房26（26号館）高専生利用者数

 

（出典 夢考房資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の全学的なセンターは、本校の教育目標「21世紀を担う、心豊かで、創造性にあふれたエンジ

ニアの育成」を達成する上で、地域連携教育センターでは主に教育実践目標の「人間形成」を、創造

技術教育研究所、ライブラリーセンター、情報処理サービスセンター、自己開発センター及び夢考房

では主に教育実践目標の「エンジニアとして必要な能力の育成」を担っており、「Ⅱ 目的」を達成

する上で適切なものとなっている。 

 

 

観点２－２－①： 教育活動を有効に展開するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係

る重要事項を審議する等の必要な活動が行われているか。 

（観点に係る状況） 

本校では校長を議長とする「学務会議」において、教育活動を円滑に展開するための学務運営とこ

れに関わる重要事項の審議を行っている。「学務会議」で企画立案された方針を具体的に実行するた

めに「教務委員会」、「厚生補導委員会」、「進路指導委員会」を設けている。これらの会議結果は、

全教員が出席する「教員会議」で報告され周知されている。学務会議は月２回、教務委員会は月１回、

教員会議は月１回、厚生補導委員会はその都度開催している。進路指導委員会ではキャリアデザイン

教育に関する検討を行っている（資料２－２－①－１：委員会等運営体制組織図、資料２－２－①－

２：委員会担当表、資料２－２－①－３：金沢工業高等専門学校学務会議規程、資料２－２－①－

４：学務会議議事録、資料２－２－①－５：金沢工業高等専門学校教務委員会規程、資料２－２－①

－６：教務委員会議事録、資料２－２－①－７：金沢工業高等専門学校厚生補導委員会規程、資料２

－２－①－８：厚生補導委員会議事録、資料２－２－①－９：金沢工業高等専門学校進路指導委員会

規程、資料２－２－①－10：キャリアデザイン教育報告書、資料２－２－①－11：教員会議議事録） 

この他、学園に「KTC 教育評価委員会」及び「国際交流委員会」を設け、教育活動全般の自己点検

評価や外部点検評価及び派遣留学や海外インターンシップなど国際交流の重要事項を審議している

（資料２－２－①－12：KTC 教育評価委員会規程、資料２－２－①－13：KTC 教育評価委員会議事録、

資料２－２－①－14：国際交流委員会規程、資料２－２－①－15：国際交流高専委員会議事録）。 
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資料２－２－①－１ 

委員会等運営体制組織図 

高専
校 長

教務主事 ③・⑨・⑮

学生主事 ④・⑰ ・*5

進路指導主事 ⑤・⑱

研究主事 ⑥・⑦ ・⑧ ・*1・ *2 ・ *3

電気電子工学科長

機械工学科長

グローバル情報工学科長

一般教科主任

地域連携教育センター主任 ⑩

事務局長

副 校 長
⑪ ・ ⑫

*４

①学務会議

②教員会議（全教職員）

③教務委員会

④厚生補導委員会

⑤進路指導委員会

⑥金沢高専安全委員会＊3 

⑦KTC教育評価委員会＊1

⑧創造教育研究所

⑨CDIO委員会

⑩地域連携委員会

⑪学生募集委員会

⑫国際交流委員会＊4

⑬ロボコン委員会

⑭プロコン委員会

⑮入試運営委員会

⑯ 「専」編集委員会

⑰キャンパスハラスメント委員会＊5

⑱資格指導委員会

穴水湾自然学苑部会

情報教育部会

理事会

KIT評価向上委員会 KTC教育評価委員会＊1

研究評価支援委員会＊2 顧客満足度向上プロジェクト委員会

予算編成審議会 安全衛生委員会＊3 国際交流委員会＊4 同和対策委員会

性差別防止委員会＊5 防火防災委員会 校史編纂委員会 ばっくあっぷ編集委員会

旦月会報編集委員会 資金運用管理委員会

研究支援機構

産学連携機構

法人本部

ライブラリーセンター

情報処理サービスセンター

情報基礎教育研究センター

自己開発センター

数理工教育研究センター

プロジェクト教育センター・夢考房

基礎英語教育センター

穴水湾自然学苑

カウンセリングセンター

教育支援機構

十年委員会

大 学

参事 ⑯

進路指導部会

インターンシップ部会

資格指導部会

キャリアデザイン教育部会

連携教育部会

体験入学部会

評議委員会

学園倫理委員会

学園協議会

 

（出典 学務会議資料） 
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資料２－２－①－２ 

委員会担当表 

24.5

山田　弘文 D 校長

直江　伸至 D DT科長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ T1副

香林　利男 D 地連主任 ◎ ● 外部評価

土地　邦生 D ○ ○ ○ D5担

松本　裕 M 研究主事 ◎ ◎ ○ T2副 紀要編集

南出　章幸 D 教務主事 ◎ ◎ ◎ ○

藤島　悟志 D ● ○ ○ ○ D5副

諸谷　徹郎 M ● ○ ○ ○ T4担

柳橋　秀幸 D ○ ○ ○ T3副

H.オガワ B ○ ○

B.ｵｸﾞﾝﾄｲﾝﾎﾞ B ○ ○

伊藤　恒平 M M科長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ M1副

秋山　晃 D ○ ○ ○ ○ ○ M4担

杉森　勝 D ○ ○ M4副

天日三知夫 M ○ ◎ M2副 創研長

松井　洋 M ○ ○ M3副 ○

金井　亮 D ○ ○ ◎ ○ M1担

林　　道大 D ○ ○ ○ ○ M2担 工作室

小間　徹也 B ○ ○ M5担

Ａ．ｼﾞｪｲﾑｽ Ｂ ○

Ｍ．ベリー Ｂ

元木　光雄 D C・T科長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ G1副

今澤　明男 M ○ ○ ● G3副

田村　景明 D ◎ G2副 同窓会 ○

B.ゲイロード B

坂倉　忠和 M ● ○ ○ ○ C5担

松下　臣仁 Ｍ ○ ○ ○ ○

藤澤　武 M ○ ○ ○ ○ ○ G2担

小高　有普 Ｂ ○ ○ ○

館　　宜伸 D ○ ○ ○ ○ ○ G4担 電計長

井上　恵介 Ｄ ○ ○ ○

R.ｿﾝｶﾞｰ B ○ ○

大原しのぶ M 一般主任 ○

大崎　冨雄 M 学生主事 ◎ ○ ○ ○ ◎

宮田　一郎 M ○

D･ｹﾞｲﾛｰﾄﾞ M ○

壽時　　廣 M ○ ○

高橋　丈雄 D 進路主事 ◎ ◎ C5副 SPI

瀧本　明弘 M ● ○ G3担

中泉　俊一 Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原　　孝美 M M3担 SL,式典

向井　守 M 副校長 ○ ◎ ◎ Eセンタ

宇都宮隆子 M ○ ○ ○ T2担

木原　均 D ● ○ ○ T3担

中谷　亮子 M

松本　昇久 M ○ ○ G4副

宮野　純光 M ● ○ ○ M5副 旦月会

S．フォブス M

S.イアン M

Ｌ．ノルトン Ｍ

Ｌ．ネイサン M

S．フォブス M

Ｌ．ニュン Ｍ

山﨑　梓 M ○ ○ ○ G1担

谷口　航 B ○ ○ ○ ○ T1担

山口　真史 B ○ T4副

山岸　徹 事務局長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮西　瑞子 参事 ○ ○ ○ ○

中川　秀敏 ○ ○ ○ system

河原　仁美

小池田純子

山﨑　翔吾

田村　　清

キ

ャ
ン
パ
ス

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

委
員
会

平成24年度教職員役主要割分担表

所
属
学
科

氏
　
名

学
　
位

学
務
会
議

教
務
委
員
会

ロ
ボ
コ
ン
委
員
会

進
路
指
導
委
員
会

教
育
評
価
委
員
会

安
全
委
員
会

地
域
連
携
委
員
会

国
際
交
流
委
員
会

専
門
委
員

ク
ラ
ス
担
任

創
技
教
研
究
所

学
生
募
集
委
員
会

資
格
指
導
委
員
会

教
務
係

厚
生
補
導
委
員
会

学
生
係

プ
ロ
コ
ン
委
員
会

C
D
I
O
委
員
会

一
般
教
科

事
務
局

機
械
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

グ
ロ
ー

バ
ル
情
報
工
学
科

 

（出典 学務会議資料） 
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資料２－２－①－３ 

金沢工業高等専門学校学務会議規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料２－２－①－４ 

学務会議議事録 

 

（出典 学務会議資料） 
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資料２－２－①－５ 

金沢工業高等専門学校教務委員会規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料２－２－①－６ 

教務委員会議事録 

 

 

（出典 教務委員会資料） 
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資料２－２－①－７ 

金沢工業高等専門学校厚生補導委員会規程 

 
（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料２－２－①－８ 

厚生補導委員会議事録 

 

 

（出典 厚生補導委員会資料） 
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資料２－２－①－９ 

金沢工業高等専門学校進路指導委員会規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料２－２－①－10 

キャリアデザイン教育報告書 

 

（出典 キャリアデザイン教育資料） 
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資料２－２－①－11 

教員会議議事録 
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（出典 教員会議資料） 
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資料２－２－①－12 

KTC 教育評価委員会規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料２－２－①－13 

KTC 教育評価委員会議事録 

 

 

（出典 KTC 教育評価委員会資料） 
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資料２－２－①－14 

国際交流委員会規程 

 

（出典 学校法人金沢工業大学規則集） 
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資料２－２－①－15 

国際交流高専委員会議事録 

 

 

（出典 国際交流高専委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

教育活動に係る重要事項は、学務会議において教育研究の質的向上に関する企画立案が行われ、そ

れを教務委員会、厚生補導委員会、進路指導委員会が具体的に検討し、展開している。最終的な審議

機関として学務会議で重要事項が審議されている。その他、自己点検評価や国際交流の重要事項につ

いてKTC教育評価委員会及び国際交流高専委員会で審議されている。以上のことから教育活動等に係

る重要事項を審議する等の必要な活動が行われている。 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 

学務会議、教務委員会など各委員会は、一般科目及び専門科目の代表者で構成され、組織的に教員

間の連携が取れるように努めている。教員間の連携を図るために、教育成果発表会の開催や、FD研修

会で一般科目と専門科目の連携をテーマとした検討会を開催している（資料２－２－②－１：教育成

果発表会、資料２－２－②－２：平成22年度第１回金沢高専FD研修会議事録）。 
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資料２－２－②－１ 

教育成果発表会 

 

 

（出典 教育成果発表会資料） 
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資料２－２－②－２ 

平成 22 年度第１回金沢高専 FD 研修会議事録 
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（出典 FD 研修会資料） 

 

カリキュラムの主柱に創造実験・創造設計科目群を配置し、この科目の中で一般科目と専門科目の

連携を図っている（資料２－２－②－３：カリキュラムの基本構成）。具体的には各学科を中心に、

主柱となっている科目群の理解が容易なようにカリキュラムの基本構成に従って科目構成すると共に、

必要に応じて一般科目の内容を調整・補填している。その他、数学・理科の担当教員に工学系の大学

・大学院の卒業・修了者を採用し、特に数学・理科の授業で、数学・理科と情報、機械のつながりを

教えることで、専門科目を深めていく上での一般科目の必要性を意識させるなどの連携が図れるよう

にしている（資料２－２－②－４：ティーチングスタッフ2012）。 

文部科学省平成21年度大学教育・学生支援推進事業に選定された５年一貫の工学・英語協同学習と

FD活動（以下CLE2）は、ものづくりと英語を主体とした専門工学教育を融合させた教育で、一般科目



金沢工業高等専門学校 基準２ 

- 83 - 

と専門科目の連携を深め、相乗的な教育効果を期待するものとして、数学・理科と工学の専門科目、

英語と工学の専門科目の科目間、教員間の連携を推進している（資料２－２－②－５：CLE2実施体制、

資料２－２－②－６：時間割）。 

 

資料２－２－②－３ 

カリキュラムの基本構成 
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（出典 学生便覧 2012 P.10-11） 
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資料２－２－②－４ 

ティーチングスタッフ 2012 

 
 

（出典 学生便覧 2012 ティーチングスタッフ 2012） 
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資料２－２－②－５ 

CLE2実施体制 

 

（出典 CLE2ウェブサイト） 
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資料２－２－②－６ 

時間割 
月 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 総合英語Ⅰa 歴史Ⅰ 情報処理Ⅰa 微分積分Ⅰ 機械加工Ⅱ コンピュータ演習Ⅰ 保健体育Ⅲ 創造設計Ⅲ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 社会科学Ⅱ/ 保健体育ⅣＡ／ 文化・芸術・思想ⅡＡ 電子回路Ⅱ ビークル工学a 英語作文技法

8:40 - 9:30 向井 宮野 坂倉 木原 千徳 藤澤 山口 小間・杉森・西田 Lu.Ｎ 野木／   瀧本 ／小髙 柳橋 榎本 イアン
2 歴史Ⅰ 国語Ⅰ 情報処理Ⅰa 物理・化学Ⅱ 機械加工Ⅱ コンピュータ演習Ⅰ 保健体育Ⅲ 創造設計Ⅲ 総合英語Ⅲ 社会科学Ⅱ/ 保健体育ⅣＡ／ 文化・芸術・思想ⅡＡ 電子回路Ⅱ ビークル工学a 英語作文技法

9:40 -10:30 宮野 山﨑 坂倉 谷口 千徳 藤澤 山口 小間・杉森・西田 吉本 野木／   瀧本 ／小髙 柳橋 榎本 イアン
3 総合英語Ⅰb 基礎数学Ⅰ 歴史Ⅰ 保健体育Ⅱ 情報処理Ⅱ 微分積分Ⅰ 物理・化学Ⅲ 創造設計Ⅲ ビジネスシステム 設計製図 熱工学Ⅰ 英語総合技能Ⅱ 心理学B/ デザイン概論 ／数学特論

10:40 - 11:30 大原・宇都宮 中泉 宮野 瀧本 松井 木原 原 小間・杉森・西田 館・ｿﾝｶﾞｰ 南出 天日 Le.Lu 花崎／ 小髙／ 松本昇
4 基礎数学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 総合英語Ⅰb 保健体育Ⅱ 情報処理Ⅱ 外国事情 微分積分Ⅱ 線形代数Ⅱ ビジネスシステム 設計製図 材料力学Ⅱ 英語総合技能Ⅱ

12:10 - 13:00 松本昇 Ｌ.Ｉ.Ｎ 大原・宇都宮 瀧本 松井 吉本 木原 宮田 館・ｿﾝｶﾞｰ 南出 金井 Le.Lu
5 創造実験Ⅰ 総合英語Ⅰb 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 計測工学 線形代数Ⅰ 外国事情 コンピュータⅢ 国語Ⅲ 物理・化学Ⅲ 電子回路Ⅰ 材料力学Ⅱ システム開発演習Ⅰ 電気機器 振動工学 計算機システムⅢ

13:10 - 14:00 土地・直江・B 大原・宇都宮 Ｉ.Ｌ.Ｎ 下谷 中泉 吉本 藤島・ｵｶﾞﾜ 山﨑 原 諸谷 金井 今澤・井上 石黒 秋山 藤澤
6 創造実験Ⅰ 基礎数学Ⅱ 基礎数学Ⅰ 計測工学 物理・化学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ コンピュータⅢ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 微分積分Ⅱ 電子回路Ⅰ 応用数学Ⅰ システム開発演習Ⅰ 電気機器 卒業研究 計算機システムⅢ

14:10 - 15:00 土地・直江・B 松本昇 中泉 下谷 谷口 I.F.Le 藤島・ｵｶﾞﾜ L.Lu.Ｎ 木原 諸谷 宮田 今澤・井上 石黒 藤澤
7 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅱ 応用数学Ⅰ 流体力学 情報・ビジネス英語Ⅰ マルチメディア 卒業研究 メカトロニクスⅡ

15:10 - 16:00 宇都宮 向井 宮田 高橋 元木・ブルース 坂倉 田村
8 ＯＰ電気磁気学Ⅱ 流体力学 情報・ビジネス英語Ⅰ マルチメディア 卒業研究 メカトロニクスⅡ

16:10 - 17:00 表 高橋 元木・ブルース 坂倉 田村

火 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 保健体育Ⅰ 機械加工Ⅰ 基礎数学Ⅱ 線形代数Ⅰ 国語Ⅱ 計算機システムⅠ 総合英語Ⅲ 機械材料Ⅰ 英語総合技能Ⅰa 文化・芸術・思想ⅡＢ ／保健体育ⅣB /上級英語Ⅰ 制御工学 エネルギー工学 情報工学演習Ⅱ

8:40 - 9:30 山口 杉森 松本昇 中泉 大崎 坂倉・井上 吉本 秋山 大原 小髙／   瀧本 ／ F.Lu.L.Gb 松本裕 天日 今澤・ソンガー

2 保健体育Ⅰ 機械加工Ⅰ 物理・化学Ⅰ 総合英語Ⅱ 微分積分Ⅰ 計算機システムⅠ 国語Ⅲ 機械材料Ⅰ 英語総合技能Ⅰa 文化・芸術・思想ⅡＢ ／保健体育ⅣB /上級英語Ⅰ 制御工学 エネルギー工学 情報工学演習Ⅱ

9:40 -10:30 山口 杉森 谷口 宇都宮 木原 坂倉・井上 山﨑 秋山 大原 小髙／   瀧本 ／ F.Lu.L.Gb 松本裕 天日 今澤・ソンガー

3 物理・化学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 保健体育Ⅰ コンピュータⅡ 保健体育Ⅱ 総合英語Ⅱ 歴史Ⅱ 総合英語Ⅲ 物理・化学Ⅲ システム制御 機械工学実験Ⅰ システム制御Ⅰ 心理学A/ 倫理 ／哲学／ 上級英語Ⅱ

10:40 - 11:30 谷口 Ｌ.Ｉ.Ｎ 山口 南出・ﾎﾞﾗｼﾞ 瀧本 向井 宮野 吉本 原 藤島 金井・小間・林 田村 花崎／大崎 ／三宅／ F.Le.Gb
4 電気基礎 基礎数学Ⅱ 保健体育Ⅰ コンピュータⅡ 保健体育Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅱ 国語Ⅲ 歴史Ⅱ システム制御 機械工学実験Ⅰ システム制御Ⅰ 心理学A/ 倫理 ／哲学／ 上級英語Ⅱ

12:10 - 13:00 柳橋 松本昇 山口 南出・ﾎﾞﾗｼﾞ 瀧本 木原 宮田 山﨑 宮野 藤島 金井・小間・林 田村 花崎／大崎 ／三宅／ F.Le.Gb
5 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 総合英語Ⅰa 国語Ⅰ 電気磁気学Ⅰ 物理・化学Ⅱ 線形代数Ⅰ 創造実験Ⅲ 歴史Ⅱ 微分積分Ⅱ 応用物理Ⅰ 応用数学Ⅰ 情報数学Ⅰ 数値計算 卒業研究 卒業研究

13:10 - 14:00 Ｉ.Ｌ.Ｎ 向井 山﨑 表 谷口 中泉 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 宮野 木原 高橋 宮田 井上 藤島
6 総合英語Ⅰb 物理・化学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 電気磁気学Ⅰ 総合英語Ⅱ 物理・化学Ⅱ 創造実験Ⅲ 微分積分Ⅱ 情報処理Ⅲ デジタル回路 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 情報システムⅡ 数値計算 卒業研究 卒業研究

14:10 - 15:00 大原・宇都宮 谷口 Ｉ.Ｌ.Ｎ 表 向井 原 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 松本昇 田村 松本裕 小髙 元木 藤島
7 基礎数学Ⅱ 歴史Ⅰ 総合英語Ⅰb 国語Ⅱ 線形代数Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 創造実験Ⅲ 物理・化学Ⅲ 情報処理Ⅲ デジタル回路 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 情報システムⅡ 応用数学Ⅱ 卒業研究 卒業研究

15:10 - 16:00 松本昇 宮野 大原・宇都宮 大崎 中泉 I.F.Le 諸谷・土地・柳橋・Ｂ 原 田村 松本裕 小髙 元木 宮田
8 ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ ＳＨＲ

16:10 - 17:00 谷口 金井 山﨑 宇都宮 林 藤澤 木原 原 瀧本 諸谷 秋山 館 土地 小間 坂倉

水 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 コンピュータⅠ 総合英語Ⅰb 保健体育Ⅰ 物理・化学Ⅱ 工業力学Ⅰ 国語Ⅱ 物理・化学Ⅲ 微分積分Ⅱ 微分積分Ⅱ 発変電工学 応用物理Ⅰ／応用数学 情報数学Ⅰ 送配電工学 機械工学実験 情報理論

8:40 - 9:30 土地・藤島 大原・宇都宮 山口 谷口 伊藤 大崎 原 松本昇 木原 柳橋 高橋／宮田 井上 直江 杉森・天日・秋山・金井 今澤
2 コンピュータⅠ 保健体育Ⅰ 基礎数学Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 工業力学Ⅰ 創造実験Ⅱ 電気磁気学Ⅱ 総合英語Ⅲ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 発変電工学 応用物理Ⅰ／応用数学 日本語スキルズ コンピュータグラフィックス 機械工学実験 情報理論

9:40 -10:30 土地・藤島 山口 松本昇 I.F.Le 伊藤 館・井上・Ｓ 下谷 吉本 Lu.Ｎ 柳橋 高橋／宮田 大崎 元木 杉森・天日・秋山・金井 今澤
3 保健体育Ⅰ 国語Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 電気磁気学Ⅰ 工業力学Ⅰ 創造実験Ⅱ 電気磁気学Ⅱ エレクトロニクスⅡ 総合英語Ⅲ 日本語スキルズ メカトロニクスⅠ 国際コミュニケーションⅠ コンピュータグラフィックス 機械工学実験 国際英語コミュニケーションⅡ

10:40 - 11:30 山口 山﨑 Ｉ.Ｌ.Ｎ 表 伊藤 館・井上・Ｓ 下谷 林 吉本 大崎 松井 F.Le 元木 杉森・天日・秋山・金井 大原
4 国語Ⅰ 基礎数学Ⅰ 物理・化学Ⅰ 創造実験Ⅱ 総合英語Ⅱ 物理・化学Ⅱ 社会科学Ⅰ エレクトロニクスⅡ 歴史Ⅱ システム工学 メカトロニクスⅠ 国際コミュニケーションⅠ

12:10 - 13:00 山﨑 中泉 谷口 松本裕・香林・O 向井 原 野木 林 宮野 諸谷 松井 F.Le
5 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 物理・化学Ⅰ 創造実験Ⅰ 創造実験Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅰ 国語Ⅲ 社会科学Ⅰ コンピュータ演習Ⅱ システム工学 日本語スキルズ 情報システムⅠ 応用物理Ⅱ メカトロニクス 応用数学Ⅱ

13:10 - 14:00 Ｉ.Ｌ.Ｎ 谷口 元木・井上・Gb・Ｓ 松本裕・香林・O 木原 中泉 山﨑 野木 今澤 諸谷 大崎 藤澤 高橋 十河 宮田
6 基礎数学Ⅱ 創造設計Ⅰ 創造実験Ⅰ 線形代数Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 総合英語Ⅱ 微分積分Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ コンピュータ演習Ⅱ 応用数学Ⅰ 熱工学Ⅰ 情報システムⅠ 卒業研究 メカトロニクス 時事英語

14:10 - 15:00 松本昇 秋山・金井 元木・井上・Gb・Ｓ 中泉 I.F.Le 向井 木原 L.Lu.Ｎ 今澤 宮田 天日 藤澤 十河 宇都宮
7 物理・化学Ⅰ 創造設計Ⅰ 国語Ⅰ 電気電子工学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 歴史Ⅱ 社会科学Ⅰ パワーエレクトロニクス 機械設計演習Ⅰ ＯＰ情報処理Ⅲ/数値計算 卒業研究 コンピュータ工学 ビジネス英語

15:10 - 16:00 谷口 秋山・金井 山﨑 表 L.Lu.Ｎ 宮野 野木 香林 林 ソンガー／田村 小間 ブルース
8 電気電子工学Ⅰ ＯＰ電気回路Ⅱ 機械設計演習Ⅰ ＯＰビジネスシステム/数値計算 卒業研究 コンピュータ工学 ビジネス英語

16:10 - 17:00 表 香林 林 館／田村 小間 ブルース

木 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 国語Ⅰ 情報処理Ⅰb 情報工学Ⅱ エレクトロニクスⅠ 保健体育Ⅱ 歴史Ⅱ 保健体育Ⅲ 総合英語Ⅲ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 創造実験Ⅳ 計算機システムⅡ 応用物理Ⅱ 先端材料工学 データベース

8:40 - 9:30 Ｉ.Ｌ.Ｎ 山﨑 館 藤島 林 瀧本 宮野 山口 吉本 小髙 伊藤・松井・天日啓 元木 高橋 杉森 藤澤
2 総合英語Ⅰb 基礎数学Ⅱ 情報処理Ⅰb 情報工学Ⅱ エレクトロニクスⅠ 保健体育Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 保健体育Ⅲ 微分積分Ⅱ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa 創造実験Ⅳ 計算機システムⅡ 情報伝送工学 先端材料工学 データベース

9:40 -10:30 大原・宇都宮 松本昇 館 藤島 林 瀧本 L.Lu.Ｎ 山口 木原 小髙 伊藤・松井・天日啓 元木 下谷 杉森 藤澤
3 情報工学Ⅰ 保健体育Ⅰ 総合英語Ⅰa 電気回路Ⅰ 線形代数Ⅰ 情報処理Ⅱb 微分積分Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 保健体育Ⅲ 電子工学 創造実験Ⅳ システム開発演習Ⅰ 情報伝送工学 機械材料 応用数学Ⅱ

10:40 - 11:30 南出 山口 向井 諸谷 中泉 田村 木原 L.Lu.Ｎ 瀧本 土地 伊藤・松井・天日啓 今澤・井上 下谷 秋山 宮田
4 情報工学Ⅰ 保健体育Ⅰ 総合英語Ⅰb 国語Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 情報処理Ⅱb 総合英語Ⅲ 物理・化学Ⅲ 保健体育Ⅲ 電子工学 創造実験Ⅳ システム開発演習Ⅰ ソフトウェア工学 機械材料 通信ネットワーク

12:10 - 13:00 南出 山口 大原・宇都宮 大崎 I.F.Le 田村 吉本 原 瀧本 土地 伊藤・松井・天日啓 今澤・井上 藤島 秋山 松本(裕)
5 基礎数学Ⅰ 総合英語Ⅰb 歴史Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 機械製図Ⅱ 微分積分Ⅰ 線形代数Ⅱ 微分積分Ⅱ 国語Ⅲ 創造実験Ⅳ 機械工学演習Ⅰ 電気電子工学Ⅱ メカトロニクス 計測工学 通信ネットワーク

13:10 - 14:00 中泉 大原・宇都宮 宮野 I.F.Le 小間 木原 宮田 松本昇 山﨑 柳橋・直江・香林・Ｏ 天日 石黒 諸谷 杉森 松本(裕)
6 国語Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅠ 基礎数学Ⅱ 微分積分Ⅰ 機械製図Ⅱ 国語Ⅱ システム設計Ⅰ 材料力学Ⅰ 線形代数Ⅱ 創造実験Ⅳ 機械工学演習Ⅰ 電気電子工学Ⅱ メカトロニクス 設計システム工学 卒業研究

14:10 - 15:00 山﨑 Ｌ.Ｉ.Ｎ 松本昇 木原 小間 大崎 藤島・ボラジ 金井 宮田 柳橋・直江・香林・Ｏ 天日 石黒 諸谷 林
7 総合英語Ⅱ 国語Ⅱ 日本文化 システム設計Ⅰ 材料力学Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 創造実験Ⅳ ＯＰ機械設計 メディア情報Ⅰ 材料工学 設計システム工学 卒業研究

15:10 - 16:00 宇都宮 大崎 向井 藤島・ボラジ 金井 Lu.Ｎ 柳橋・直江・香林・Ｏ 松井 元木 土地 林
8 日本文化 創造実験Ⅳ ＯＰ材料力学Ⅰ メディア情報Ⅰ 材料工学 設計システム工学 卒業研究

16:10 - 17:00 向井 柳橋・直江・香林・Ｏ 杉森 元木 土地 林

金 T1 M1 G1 T2 M2 G2 T3 M3 G3 T4 M4 G4 D5 Ｍ5 C5
1 歴史Ⅰ 基礎数学Ⅱ 英語コンピュータリテラシーa 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 創造設計Ⅱ 線形代数Ⅰ 微分積分Ⅱ 社会科学Ⅰ 国語Ⅲ システム設計Ⅱ 計測制御Ⅰ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa データ通信ネットワーク 生産システム工学 英語討議技法

8:40 - 9:30 宮野 松本昇 Gb・宇都宮 I.F.Le 天日・林・天日啓 中泉 木原 野木 山﨑 直江・オガワ 伊藤 小高 松本裕 松井 ルーリー
2 基礎数学Ⅱ 総合英語Ⅰa 英語コンピュータリテラシーa 電気回路Ⅰ 創造設計Ⅱ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 総合英語Ⅲ 線形代数Ⅱ 社会科学Ⅰ システム設計Ⅱ 計測制御Ⅰ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄa データ通信ネットワーク 生産システム工学 英語討議技法

9:40 -10:30 松本昇 向井 Gb・宇都宮 諸谷 天日・林・天日啓 I.F.Le 吉本 宮田 野木 直江・オガワ 伊藤 小高 松本裕 松井 ルーリー
3 電気基礎 情報処理Ⅰ 基礎数学Ⅰ 電気回路Ⅰ 創造設計Ⅱ 情報処理Ⅱa 英語ｽｷﾙｽﾞⅢ 総合英語Ⅲ 英語総合技能Ⅰa 応用物理Ⅰ メカトロニクスⅡ コンピュータ演習Ⅲ 応用数学Ⅱ 計測工学 ソフトウェア工学

10:40 - 11:30 柳橋 金井 中泉 諸谷 天日・林・天日啓 坂倉 L.Lu.Ｎ 吉本 大原 高橋 秋山 館 宮田 杉森 藤澤
4 総合英語Ⅰa 情報処理Ⅰ 国語Ⅰ 微分積分Ⅰ 英語ｽｷﾙｽﾞⅡ 情報処理Ⅱa 社会科学Ⅰ 機械設計 線形代数Ⅱ 電気法規と施設管理 メカトロニクスⅡ コンピュータ演習Ⅲ 卒業研究 機械工学演習Ⅱ ソフトウェア工学

12:10 - 13:00 向井 金井 山﨑 木原 I.F.Le 坂倉 野木 松井 宮田 香林 秋山 館 伊藤 藤澤
5 基礎数学Ⅰ 機械製図Ⅰ 基礎数学Ⅱ 物理・化学Ⅱ 微分積分Ⅰ 総合英語Ⅱ 電気回路Ⅱ 機械設計 創造実験Ⅲ 総合英語Ⅳ／ 英語表現技法 /上級英語Ⅰ 卒業研究 機械工学演習Ⅱ マルチメディア

13:10 - 14:00 中泉 小間 松本昇 谷口 木原 向井 香林 松井 田村・井上 大原／ 宇都宮 F.Lu.L.Gb 伊藤 坂倉
6 国語Ⅰ 機械製図Ⅰ 総合英語Ⅰa 線形代数Ⅰ 物理・化学Ⅱ 物理・化学Ⅲ 電気回路Ⅱ 微分積分Ⅱ 創造実験Ⅲ 総合英語Ⅳ／ 英語表現技法 /上級英語Ⅰ 卒業研究 振動工学 マルチメディア

14:10 - 15:00 山﨑 小間 向井 中泉 谷口 原 香林 松本昇 田村・井上 大原／ 宇都宮 F.Lu.L.Gb 秋山 坂倉
7 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活 ＨＲ・特活

15:10 - 16:00 谷口 金井 山﨑 宇都宮 林 藤澤 木原 原 瀧本 諸谷 秋山 館 土地 小間 坂倉
8

16:10 - 17:00

Ｄ科卒業研究
英語科 Ｉ：イアン F:ﾌｫｰﾌﾞｽ L:ロペス

Le:レ Lu:ﾙｰﾘｰ Ｎ：ノルトン
Ｍ科卒業研究 Ｔ・Ｄ科 O:オガワ Ｂ：ボラジ

Ｍ科
Ｃ科卒業研究 Ｇ・Ｃ科 Gb：ﾌﾞﾙｰｽ Ｓ：ソンガー

心理学B/デザイン概論
花崎/小髙

世界事情Ⅰ
向井

 英語資格技術／科学技術史a

世界事情Ⅱa

大原

　　伊藤・杉森・天日・松井・秋山・金井・小間・林

　　直江・松本(裕)・南出・土地・藤島・諸谷
　　柳橋・オガワ 電気電子（外国人）

機械（外国人）

世界事情Ⅰ

向井

世界事情Ⅱa

大原

大原 / 直江・伊藤

一般科目（外国人）

グローバル情報（外国人）

グローバル情報（日本人）　　坂倉・今澤・藤澤・館・ソンガー
英語科（日本人）

 

（出典 教務委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

一般科目と専門科目が連携したカリキュラム構成となっており、カリキュラムを運営するために学

務会議をはじめとした各委員会などが組織され、かつ連携に関するFD研修会を行うなど、一般科目と

専門科目の教員間、科目間の連携が機能的に行われている。特に、平成21年度の学科改組以前は、創

造実験・創造設計科目群で数学や物理の一般科目と専門科目の連携にとどまっていたが、CLE2の導入

により英語科目と、専門科目の科目間、教員間の連携が深まった。 

 

観点２－２－③： 教員の教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 

本校では全学級に学級担任が配置され、学生の学習のみならず生活指導を含め、学生生活全般を指

導する体制をとっている（資料２－２－③－１：平成24年度学級担任一覧）。１年生の副担任は学科

長が担当し、学校に不慣れな新入生の指導を学級担任と共に行っている。学生が４年から５年への進

級時に、学級担任は努めて持ち上がりとし、学生の資質を十分に把握しつつ、4年次のインターンシ

ップと連動した就職指導を推進するなど、円滑な進路支援が行える体制を整えている。また、状況に

より５年生の学級担任を終えると、次年度の５年生のサポートを行うことができるよう配慮している。 

校長は学級担任を支援するために必要に応じて各種委員会による支援を奨励すると共に、学級担任

・副担任業務と学年毎の心構えを作成し、年度始めの担任会議で説明している（資料２－２－③－

２：学級担任・副担任業務、資料２－２－③－３：学年担任会議資料）。また、教員の居室は努めて

共用教員室形式を採用して、教員間のコミュニケーションを図り易くすると共に、新任教員のOJTの

場としている（資料２－２－③－４：合同教員室一覧）。 

 

資料２－２－③－１ 

平成 24 年度学級担任一覧 

学年 電気電子工学科 機械工学科 グローバル情報工学科

1 谷口　　航（直江　伸至） 金井　亮*（伊藤　恒平） 山崎　梓（元木　光雄）

2 宇都宮　隆子（松本　裕） 林　道大（天日　三知夫） 藤澤　武*（田村　景明）

3 木原　　均（柳橋　秀幸） 原　　孝美*（松井　洋） 瀧本　明弘（今澤　明男）

4 諸谷　徹郎*（山口　真史） 秋山　晃（杉森　勝） 館　宜伸（松本　昇久）

5 土地　邦生（藤島　悟志） 小間　徹也（宮野　純光） 坂倉　忠和*（高橋　丈雄）

注：（　　）学級副担任、＊：学年主任
 

（出典 教員会議資料） 
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資料２－２－③－２ 

学級担任・副担任業務 
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（出典 担任会議資料） 
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資料２－２－③－３ 

学年担任会議資料 
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（出典 担任会議資料） 
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資料２－２－③－４ 

合同教員室一覧 

教員室［３１・１０４室］
氏名 担当科目 職名 着任年度

大原　しのぶ 英語、世界事情 一般教科主任、教授 平成8年度着任

大崎　富雄 国語、日本語、倫理 学生主事、教授 平成1年度着任

壽時　廣 外国事情、英語 教授 昭和44年度着任

宇都宮　隆子 英語 准教授 平成23年度着任

宮野　純光 歴史 教務副主事、准教授 平成17年度着任

山口　真史 保健体育 講師 平成21年度着任

山﨑　梓 国語 講師 平成19年度着任

ドリーン･ゲイロード 英語 教授 平成9年度着任

イアン・スティーブンソン 英語 准教授 平成21年度着任

セラ・フォーブス 英語 講師 平成21年度着任

カリナ・ロペス 英語 講師 平成23年度着任

ルーリー・ネイサン 英語 助教 平成24年度着任

レ・ニュン 英語 助教 平成24年度着任

リー・ノルトン 英語 助教 平成24年度着任

機械工作実験室［３１・１２３室］
氏名 担当科目 職名 着任年度

伊藤　恒平 工業力学、計測制御、機械工学 機械工学科科長、教授 平成18年度着任

小間　徹也 コンピュータ工学、機械設計、機械製図、機械工学 進路指導副主事、講師 平成20年度着任

金井　亮 機械工学、材料力学 准教授、博士（工学） 平成19年度着任

林　道大 機械設計、エレクトロニクス、機械工学、情報処理 准教授、博士（工学） 平成23年度着任

地域連携教育センター［３１・２０５室］
氏名 担当科目 職名 着任年度

香林　利男 電気回路、パワーエレクトロニクス 地域連携主任、教授、工学博士 昭和42年度着任

瀧本　明弘 保健体育 地域連携副主任、教授 平成18年度着任

高橋　丈雄 流体力学、応用物理 進路指導主事、教授、工学博士 平成23年度着任

木原　均 微分積分 進路指導副主事、准教授、博士（情報科学） 平成20年度着任

数理教員室［３１・１２５室］
氏名 担当科目 職名 着任年度

原　孝美 物理、化学 教授 平成10年度着任

谷口　航 物理、化学 助教 平成22年度着任

中泉　俊一 基礎数学、線形代数 教授 平成24年度着任

宮田　一郎 応用数学、線形代数 教授 平成24年度着任

松本　昇久 数学特論、微分積分 准教授 平成19年度着任

中谷　亮子 数学 准教授 平成17年度着任  

（出典 教員会議資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学級担任を支援するため、１年生の副担任に学科長の配置や、努めて４年から５年への担任持ち上

がり制度があり、年度始めの担任会議や、共用教員室形式を採用し、教員の教育活動を円滑に実施す

るための、支援体制が機能しているといえる。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

本校の最も特徴的な点は、大学と同じ教育理念を持つことから、学園が運営する教育、研究の支援

組織を大学と共用しており、充実した教育研究環境で学生が学べる点だと認識している。 

本校の教育活動を運営する体制は、所属学科と所属委員会の２軸で教員を配置しており、組織を横

断した構成となっている。これにより各学科と各委員会等の組織間の連携が深まり、「Ⅱ 目的」の

ための適切な学事運営が行われていると認識している。 

 

（改善を要する点） 

CLE2プログラムはグローバル情報工学科を中心に取組成果も上がってきたが、電気電子工学科や機

械工学科ではまだグローバル情報工学科に比べてプログラムの推進に温度差があると認識している。

今後は全学的な展開により一層の力を入れる必要があると考えている。 

学生指導について学級担任に業務が集中している面がある。情報を共有しながらも副担任、教務係、

学生係らと効率よく業務分担しながら学生指導を行う必要があると認識し、更なる教員間のコミュニ

ケーションが取りやすい環境づくりを図りたいと考えている。 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 学科の構成は、本校の目的を基盤としながら、産業構造の変化や中学校の視点からの学科名称の分

かり易さなどを考慮し、平成 21 年より現在の電気電子工学科、機械工学科、グローバル情報工学科

の３学科の構成である。各学科では、学科の目的と学習・教育目標及び卒業時に身につけるべき学力

や資質に沿った教育を実施しており、学科の構成は、本校の目的を達成する上で適切なものとなって

いる。また、本校の目的を達成するための全学的なセンターとして、地域連携教育センター、創造技

術教育研究所を設置している。また学園は本校と大学の学習を支援するために教育支援機構を設置し、

大学と同等の教育活動支援、学生の学習活動の支援を行っている。教育支援機構にはライブラリーセ

ンター、夢考房などを設置している。各センターの教育実践目標における位置づけは、地域連携教育

センターでは主に教育実践目標の「人間形成」を、創造技術教育研究所、ライブラリーセンター、夢

考房などでは主に教育実践目標の「エンジニアとして必要な能力の育成」を担っており、目的を達成

する上で適切なものとなっている。 

 本校では校長を議長とする「学務会議」において、教育活動を円滑に展開するための学務運営とこ

れに関わる重要事項の審議を行っている。「学務会議」で企画立案された方針を具体的に実行するた

めに「教務委員会」「厚生補導委員会」「進路指導委員会」を設けている。この他、学園には「KTC

教育評価委員会」及び「国際交流委員会」を設け、教育活動全般の自己点検評価や外部点検評価及び

派遣留学や海外インターンシップなど国際交流の重要事項を審議している。 

 一般科目と専門科目は連携したカリキュラム構成となっており、カリキュラムを運営するために学

務会議をはじめとした各委員会などが組織され、かつ連携強化を目的とした FD 研修会を行うなど、

一般科目と専門科目の教員間、科目間の連携が機能的に行われている。特に、平成 21 年度からは

CLE2プログラムの導入により、英語科目と、専門科目の科目間、教員間の連携が深まったと考えてい

る。学級担任を支援するため、１年生の副担任に学科長を配置し、努めて４年から５年への担任持ち

上がり制度の導入、共用教員室形式を採用して教員間の連携の円滑化を図るなど、教育活動を円滑に

実施するための支援体制を整えている。 


